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HUME PERSUNAL COUMPMUTER 


コン ピュ ー タ 用 語 に 自信 の な い 人 、 
M マ ガ を 読み 始め た ば か り で 、 内 容 
が チン プン カン プン な 人 、 付 録 の 
「M8X 忌 辞典 」 が か 、 キ ミ た ちの 強 一 
い 味 方 に な っ て くれ る 。 日 月 号 は 、 
ビギナー 用 に いわ ゆる 初歩 的 な 用 語 、 
10 月 号 で は 、 ミ ュー ジッ ク か ら お 絵 
描き 、 ニ ュー メデ ィ ア まで 、 初 め て 
聞く よう な 用 語 も 解説 。 これ が わか 
れ ば 、 初 級 は まず ます 合格 だ ね 。 


@IBM 社 人 @ ア クセ ス 


男 IBM 社 


アメ リカ の コン ピュ ー タ ・ メ ー カ ー。 IBM(International Bu- 
siness Machine ) と いう 社名 が 示す よう に 、 世 界 の コン ピュ ー タ 
の 約 60 パ ー セ ント の シェ ア を 占め る 最大 手 だ 。 大 型 コ ン ピ ュ ー 
タ が 販売 の 中 心 だ っ た が 、 最 近 オ フィ スコ ンピュータ や パー ソ 
ナル コン ピュ ー タ の 分 野 に も 進 由 し て きた 。 マ ル チ ス テー ショ 
ン 5550 や IBM-PC な ど が 、 そ の 販売 戦略 の 中 心 と な っ て いる 。 


田 ア クセ ス 

も と も と は 「 接 近 す る 」 と いう 意味 。 コ ンピュータ の 場合 、 
プロ グラ ム や デー タ な ど を 目的 の 場所 (た と えば メモ リ と か デ 
イィ スク) に 書き 込み 、 あ る い は そこ か ら 読 み 出 し し て いる 状態 
の こと を いう 。「 デ ィ ス ク を アク セス する 」 と いえ ば 、 デ ィ ス ク 
に 何 か を 書き 込む か 、 読 み 出す と いう こと に な る 。 


MM/Z/7 と 2 公有 4 の 


@ASCI 配 列 @ ア プリ ケー ショ ン ソ フト 


男 ASCII 配 列 


ASCII は 「American Standard Code for Information Inter 


change( 情 報 交 換 用 米国 標準 コー ド )」 の 略 。 こ の 規格 で 定め ら 
れ て いる キー ボー ド 配 列 が ASCII 配 列 。 タ イプ ライ ター な どの 
キー ボー ド は ほとん どこ の 規格 に 基づい て いる 。 こ れ に カナ な 
ど を 加え て 配列 し た の が JIS 配 列 だ 。 MSX の 英 数 記号 は ASCII 
配列 に よる 。 

キー ボー ド 上 、 左 上 に 並ぶ キー の 順 か ら 「 0Q WE R T Y( ク ワ 
ミッ ODNRS2SM 


AA noMc COMPUTER 


Pd gd Pd De に 中 の 人 る 


田 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 

アプ リケーション と いう の は 「 応 用 」 と いう 意味 。 コ ン ピ ュ ー 
タ を 各種 の 作業 に 応用 する た め の ソ フト ウェ ア の こと を いう 。 
多く は 会 計 処理 や 顧客 管理 、 書 類 作成 な ど 事務 処理 の た め の ソ 
フト ウェ ア だ が 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル や 音楽 関係 の プロ グラ ム 
な ども 、 む ろ ん ア プリ ケー ショ ン ソ フト に 含ま れる 。 


旬 ア プリ ケー ショ ン ソ フト @ ア ナ ロ グ 


近年 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の 普及 に 併 っ て 、 汎用 的 な ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト を 、 パ ッ ケ ー ジ 化し て 販売 する ケー ス が 
増え て き て いる 。 こ れ ら は パッ ケー ジ ソ フ ト と 呼ば れ て お り 、 
比較 的 安価 な うえ 、 使 い 方 に よっ て は か な り 高 度 な こと が 可能 
な た め 、 市 場 で は 人 気 が 高 い 。 こ れ に 対し て 、 ひ と り ひ と り の 
ユー ザー の 希望 に あわ せ て 作る アプ リケーション ソフ ト を 、 カ 
スタ ム ソ フ ト と 呼ん だ り も する 。 

アプ リケーション ソフ ト と 呼ん だ 場合 は 、 プ ログ ラム の み で 
な く 、 そ の プロ グラ ム 専 用 の プリ ンタ 用 紙 や 入力 用 の コー ディ 
2 ッ スグ シーrRI ま S で 舎人 た (お 
の と 考え た ほう が よい 。 
プロ グラ ム の み を さす 場 
合 に は アプ リケーション 
プロ グラ ム と 呼ぶ 、 こ れ 
枝 対 じ て で コンピ ビー タ ジ 
ステ ム 運 用 の た め の ユ ー 
ティ リティ プロ グラ ム が 
ある 。 


| 表 計 算 が で きる 。 甘 文 ワ ー プ ロ に な る 。 


e 

FC4 バ パソ カ ル ク . 
(926 w-eyzreow oxVe.09 

邊 東海 クリ エイ ト か 

ら 発 売 の 『 パ ソ カ ル 

ク 』 も その ひと つ だ 。 


デジ タル が | か 0 か 、ON か 0FF か の どちら か 一 方 し か と 
ら な か つた の に 対し 、 中 間 値 を と り 得る も の が アナ ログ 。 時刻 
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アナ ログ @ ア ッ プル 社 氏 インター フェ イズ 


が 数 字 で 表示 され る デ 
ジタル 時 計 に 対し 、 長 
針 や 短針 の 角度 で 決定 
され る も の が アナ ログ 
時 計 。 こ の 微妙 な ニュ 
アン ス の 違い が わか る 
か な 。 


圏 アップ ル 社 

アメ リカ の コン ピュ ー タ ・ メ ー カ ー。 お よそ |O 年 前 に 発売 さ 
れ た 同社 の アッ プル II は 、 多 少 の マイ ナー チェ ンジ は 加え られ た 
も の の 、 今 な お パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の スタ ンダ ー ド に な 
っ て いる 。 ロ ー ル プレ イン グ や シミ ュ レ ーション ゲー ム な ど が 
パソ コン で 動く よう に な っ た の も 、 こ の アッ プル II が 最初 だ と 
いっ て よい 。 ア メリ カ だ け で な く 、 全 世界 に た くさ ん の アッ プ 
ル 信 者 を 持っ て いる 。 


田 イ ンタ ー フ ェ イ ス 

コン ピュ ー タ と 各 周 辺 装 置 (ディ スク 、 デ ー タ レコ ー ダ 、 プ 
リン タ な ど ) を つなぐ 信号 の 通路 や その 信号 を 制御 する 回 路 の 
No 

デー タレ コー ダ と コン ピュ ー タ の 信号 の や り と り を 制御 する 
の が カセ ッ ト イ ンタ ー フ ェ イ ス 、 デ ィ ス ク の 場合 に は ディ スク 
イン ター フェ イス 、 プリ ンタ の 場合 に は プリ ンタ イン ター ブ ェ 


の 


イン ター フェ イス @EDIT キー 


イス な ど と 、 そ れ ぞ れ 名 前 が 付け られ て いる 。 

M S X マ シン の 場合 、 こ れ ら の イン ター フェ イス が 同じ 仕様 
で 作っ て ある た め 、A 社 の コン ピュ ー タ に B 社 の プリ ンタ 、B 
社 の コン ピュ ー タ に C 社 の ディ スク と いう よう な 接続 を し て も 
問題 な く 動作 する こと に な っ て いる 。 


画 EDIT キ ー 


プロ グラ ム を 入力 する と き や 、 修 正す る と き に 役立つ の が こ 
れ 。 カ ー ソ ル か ら 右 の 文字 を ひと つ 消 し た りす る (デリ ー ト キ 
ー)、 新しい 廊 字 を 挿入 し た りす る (イン サー トキ ー)、 カ ー ソ ル 
を 画面 左上 に 瞬時 に し て 移動 させ る (ホー ムキ ー) な ど で あ る 。 

「EDIT」 と いう の は 、「 編 集 」 と いう 意味 で 、 こ の キー を 自由 
に 使う こと に よっ て 、 プ ログ ラム の 打ち 方 も 楽に な る 。 
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@EDIT キ ー@MSX-ENGINE・T7775.MSX-System・S327 


合 ユ ー ザ ー に は 、 見 慣れ た キー ボー ド で ある 。 


画 MSX-ENGINE・T7775、 
MSX-System・S357 


MSX-ENGINE( 以 下 T7775 と 略 ) は 、 Z-80、8255、VDP が 1 つ 
の フラ ッ ト パ ッ ケ ー ジ に まとめ た VLSI で ある 。 T7775 に は 、P 
SG は 含ま れ て いな い 。 こ の よう に | つの パッ ケー ジ に ま と 


介 MSX-ENG 
INE・7775。 
小さ く て 大 き な 力 。 


Z 


@MSX-ENGINE・T7775, MSX-SystemxS3527 代 エラー メッ セー ジ 


を も う ひ と つの 大 
き な パ ワー、S35 
27 で ある 。 
め ぬる こと に よっ て 、MSX の 製造 コス ト が 下がる こと に も つなが る 。 
回 路 設計 が 簡単 に な か れ ば 、MSX も 今 よ り コ ン パ クト に な る は ず 。 
MSX-System (以下 S3527 と 略 ) は 8255、VDP、PSG が | つの フ 
ラッ ト パ ッ ケー ジ に まとめ られ て いる 。 S3527 に は 、Z-80 は 含 
まれ て いな い 。3S3527 は 日 本 楽器 製造 が 、T 7775 は 東芝 が 製造 
し て いる 。 開発 は 、 ア スキ ー。 
田 エ ラー メッ セー ジ 

文法 的 な 誤り 、 変 数 の 指定 違い 、 0 に よる 除算 な ど 、 コ ン ピ 
ュー タ が 受け 付け られ な い 命 令 を 受け る と 、 そ の 命令 の 実行 を 
停止 し 、 こ の 種 の メッ 』 1 funo も ion og11 3n 49 
セー ジ を 出力 する 。 メ 
ッ セ ー ジ 内 容 は 間違い 
の 種類 に よっ て 異な る 。 

M S X の 場合 、 プ ロ 
グラ ム 実 行 中 に は 実行 
を 停止 し た 行 番号 と と 
も に 、 この メッ セー ジ oo1or auto 信 Q も o 


が 出力 され る 。 
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@LSI@ オ フ コ ン 


画 L| 


大 規模 集積 回 路 の こと 。 個 々 の 半導体 素子 を 1 つの シリ コン 
基板 に 集積 し た も の を 1 C(Integrated Circuit) と いい 、 こ の 素 
子 数 が |000 個 以上 の も の を ふつ う L S 1 (Large Scalellc) と 呼 
ぶ 。M S X に 使わ れ て いる CPU や PPI、PSG な どの LS 
1 に は 、 小さ な 外形 の 中 に こん な に た くさ ん の 半導体 が つま っ 
て いる わけ だ 。 こ の L S | の お か げ で 、M S X な どの 小さ な コ 
ンピュータ が 作ら れる よう に な っ た と いっ て も いい 。 さ ら に 技 
術 は どん どん 進ん で いる の で 集積 度 の 高い も の も 開発 され 、|00 
万 個 以 上 の 素子 が 集積 され る こと も 可能 に な っ て いる 。 こ の よ 
うな LS 1 を 特に VLS | と 呼ぶ 。 


圏 オフコン 
オフ ィ ス コン ピュ ー タ の 略 。 会 社 の 事務 処理 や 会 計 な ど に 使 
用 され て いる コン ピュ ー タ を オフ コン と 呼ぶ 。 


舎 大 型 コ ンピュータ を 管理 する の は 大 変 で ある 。 


オフ コン @ 音 響 カ プラ 


コン ピュ ー タ は その 規模 で 、 メ イン フレ ー ム と 呼ば れる 大 型 
機 、 ミ ニコ ンピュータ ( ミニ コン ) と 呼ば れる 中 、 小 型 機 、 マ イ 
クロ コン ピュ ー タ (マイ コン ) と 呼ば れる 超 小 型 機 に 分 類 さ れる 。 
オフ コン と いう の は その 用 途 か ら つ けら れ た 名 称 で 、 こ れ に 対 
し て 個人 的 な レベ ル で 使用 され る コン ピュ ー タ を パソ コン 、 つ 
まり パー ソナ ルコ ンピュータ と 呼ぶ わけ だ 。 

オフ コン と し て 使用 され る の は ミニ コン クラ ス の コン ピュ ー 
タ が も っ と も 一 般 的 だ が 、 最 近 は マイ コン クラ ス の も の も 使わ 
れ 始 め て いる 。 


画 音 響 カ プラ 


音響 カプ ラ は 、 RS-232C を 使っ て コン ピュ ー タ 同士 の 通信 を 
行う た め の 周辺 機器 で ある 。 音響 カプ ラ は 、 家 庭 の どこ に で も 
ある 電話 を 使う こと が で きる 。 音響 カプ ラ に 電話 の 受話 機 の マ 
イク ロフ ォ ン と スピ ー カ 部 を セッ ト し 、 パ ソコ ン か ら RS-232C 
の 信号 を 受け 、 カ プラ 内 部 で 、 信 号 を 埋 に 変え 、 カ プラ の スピ 
ー カ か ら デ ー タ を 送り 出す 。 つ まり 、 音響 で デー タ の や り と り 


へ 近ごろ で 
は 、 海外 へ 
の 通信 も ひ 
ん ば ん だ 。 


10 


@ 音 響 カ プラ @OS 


を 行う の が 音響 カプ ラ で ある 。 音響 カプ ラ は 、 値段 も 安く 、 比 
較 的 簡単 に 使え る よう に な っ て いる 。 し か し 、 音 で 通信 を 行う 
た め 、 周 り の 雑音 に 編 く 、 騒 音 の ひど いと ころ で は 、 デ ー 
タ の や り と り が うま くい か な く な る こと が ある 。 


| 【e に ) 


Operating System の 略 。 コ ンピュータ が 動作 し 、 定 め ら れ た 
命令 語 を 受け 付け 、 プ ログ ラム を 実行 する た め の 基本 ソフ トウ 
ェ ア 。 外 部 記憶 装置 の ディ スク ドラ イブ の 使用 を 特に 留意 し た 
0S の こと を DOS(Disk Operating System) と 呼ぶ 。 MSX-DOS 
な ども この 種 の ソフ トウ ェ ア 。 

MSX マ シン に 搭載 され て いる MSX BASIC は 言語 ソフ ト (BASIC ) 
と 0S の 組み 合わ され た も の と 考え る こと も で き 、MSX DISK BASIC 
は 同じ く DOS と 組み 合わ せ た も の と 考え る こと が で きる 。 この 
よう に 、0 S と いう の は ソフ トウ ェ ア を 使用 する た め の 基 本 に 
な る 入出 力 管理 の た め の も の と 考え れ ば よく 、 そ の 0 S 上 で 各 
種 の 言語 ソフ ト (BASIC、 ア セン ブラ 、C な ど ) や 、 そ の 言語 で 
開発 され た アプ リケーション プロ グラ ム 、 ユ ー テ ィ リ ティ プロ 
グラ ム が 実行 され る も の だ と いえ る 。 ま た 多く の 0 S は 独自 の 
ユー ティ リティ プロ グラ ム を 持ち 、 フ ァイル や メモ リ の 管理 を 
容易 に し て いる 。 


@ 外 部 記憶 装置 @ 感 私 プリ ンタ 


一 外部 記憶 装置 


読ん で 字 の ご と く 、 コ ンピュータ の 外部 に ある 記憶 装置 の こ 
と 。M S X の 場合 、 デ ー タ レコ ー ダ 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イブ プ 、 ク イッ ク デ ィ ス ク ド ラ イブ な ど が これ に あたる 。 

コン ピュ ー タ か ら 出 力 され る 情報 ( た と えば プロ グラ ム や デ 
ー タ な ど ) を 記憶 し 保存 する の が 目的 。 む ろ ん 、 必 要 に 応じ て 
その 情報 を 再び 読み 出す こと が で き な け れ ば な ら な い 。 そ の た . 
め 、 外 部 記憶 装置 で 使う 記録 媒体 は 記憶 容量 が 大 きく 、 複 雑 な 
装置 な し に 記録 を 保存 で きる も の が 使わ れる 。M S X の 外部 記 
憶 装 置 で 使わ れる 記録 媒体 (カセ ッ ト テ ー プ 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ケッ ト 、 ク イッ ク デ ィ ス ク な ど ) は この 条件 を 十分 に 満た し て 
いる 。 


舎 ディ スク は 便利 だ が 、 ち ょ っ と 高価 だ 。 


画 感 熱 プ リン タ 

印字 方 式 に よる 分 類 の ひと つ 。 専 用 の 感熱 紙 を 使い 、 サーマ 
ル ヘ ッ ド で 熱 す る こと に より 印字 する 。 感 熱 紙 と は 熱 に より 黒 
く 変 色 す る も の で 、 子供 の 頃 遊ん だ 『 あ ぶり 出し 』」 の 一 種 だ と 
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@ 感 熱 プリ ンタ 旬 カ ー ソ ルキ ー 


思え ば いい 。 音 は 静か な の だ が 、 年 と と も に 印字 し た も の が 退色 

し た り 、 感 熱 紙 を 誤っ て 熱し た た め に 真っ 黒 に な っ て し まっ た り 

と 事故 も 多い 。 熱転写 プリ ンタ も 印字 ヘッ ド は 同様 の も の だ が 、 

この 種 の プリ ンタ の み 「 サ ー マ ル 方 式 」 と 呼ば れる こと が 多い 。 | カ 


一 カ ー ソ ルキ ー 


文字 どおり 、 カ ー ソ ル を 移動 する キー で 、 プ ログ ラム を 直す 
と き に 便利 。 ほ か に も 、 ゲ ー ム の キャ ラク タ を 動か し た りす る 
の に も 使い 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 的 な 動き も する 。 


カー ソル キー キー ボー ド 


カー ソル キー は 、 各 社 パソ コン の 特徴 が 出 て いて 、 4 つの キ 
ー の 配列 が 違う も の や 、 一 枚 の 板 の 傾斜 に よる も の な ど が ある 。 


を お な じみ の カ 
ー ソ ルキ ー は 、 
1 ゲー ム で も 使用 。 
| 


画 キ ー ボ ー ド 


入力 装置 の ひと つ 。M S X の キー ボー ド は 英 数 記号 が ASCII 
配列 、 カ ナ が J 1 S 配 列 また は 50 音 順 配列 と いう 組み 合わ せ に 
な っ て いる 。 


星 較 紅 固 練 回 Me 
+ 四 ) 
J K 向 「 二 ) ) 議 23 
4 ラ リ と ヶ 内 
< | 衣 
DO 宙 SHIFT 


全 目 を つぶ っ て も 入力 で きる よう に な っ た らい いね 。 
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@⑥ キ ー ボ ー ド @ キ ャ ラク タコ ー ド 


数 字 キ ー の み を 集め た も の (普通 は これ に 十 、 一 な どの 記号 
が 加わ る ) を 特に テン キー、 あ る い は テン キー ボー ド と 呼び 、 
一 般 の キー ポー ド と は 区 別して いる 。 

キー ボー ド は その 形態 、 構造 な どか ら 、 タ ッ チ キー と 呼ば れ 
る プッ シュ ボタ ン 式 の も の 、 フ ルス トロ ー ク キー と 呼ば れる 一 
般 的 な も の 、 ク リッ クタ イプ と 呼ば れる 独特 の キー 打 感 の ある 
も の な ど に 分 か れる 。 最 近 は ステ ッ プ スカ ルプ チャ ー タ イプ の 
キー ボー ド 形 状 の も の が 増え て き て お り 、 キ ー 打 感 は 一 層 向 上 
KN の 

ほか に 、 楽 器 の 鍵盤 、 あ る い は 鍵盤 の 付い た 楽器 自体 の こと も 
キー ボー ド と 呼ぶ 。 


圏 キ ャ ラク タコ ー ド 
画面 に 表示 され る 文字 は 、 コ ンピュータ が 扱い や すく する た 

め に 番号 が 付け られ て いる 。 こ れ を キャ ラク タコ ー ド と いう 。 

M S X に は 256 種類 の キャ ラク タコ ー ド が あり 、 英 大 字 、 英 


ペン 
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キャラ クタ コー ド @ コ マン ドコ ント ロー ルキ ー 


小 廊 字 、 記 号 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タ 
な ど を 表示 する こと が で きる 。 た と えば 大 文字 の A は 、|0 進 数 
で 表す と 65 に な る 。 な お 、M S X で は キャ ラク タコ ー ド の 0 か 
ら 3| ま で が 機能 コー ド に な っ て いて 、 表 示す る か わり に カー 
ル を 左端 に 戻し た り 、 画 面 を 消去 し た りす る 働き を 持っ て いる 。 
圏 コ マン ド 

コン ピュ ー タ に 対す る 命令 を コマ ンド と いう 。 普通 は キー ボ 
こう Ne 


BASIC の 場合 、 同 じ 命令 語 で も 、 キ ー ボ ー ド から 直接 入力 し 
た 場合 は コマ ン 隊 プロ グラ ム 中 で 使用 し た 場合 は ステ ー ト メ 
ント 、 と いう よう な 名 称 の 使い 分 け を する こと が ある 。 


机 た や し キョ 
ここ ふら 2 
の 

ェ 

内 

に 


ント ロー ルキ ー 


この キー を 押し な が ら ほ か の キー を 押す こと で 、 違っ た 働き 
を させ る こと が で きる 。 た と えば 、 同 時 に 「M」 を 押せ ば リタ ー ン 。 
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@ コ ント ロー ルキ ー@ コ ン バ パチ ビリ ティ 


「L」 を 押せ ば C L S( 画 面 消 去 ) と いっ た 具合 だ 。 

コン トロ ー ル キー の 組み 合わ せ は 、 た くさ ん ある が 、 う まく 
使え を ば メイ ン キ ー ボ ー ド 上 だ け で 、 ほ と ん どの 操作 が で きる か 
ら 、 プ ログ ラム 中 の 手 の 動 き が 少な く て 楽 と いう わけ だ 。 


會 い ろ い ろ な キー を うま く 使 っ て 早 目 の 処理 。 


還 コ ン バ パチ ビリ ティ 

(Compatibility ) 互換 人 性 の こと 。 カ セッ ト テ ー プ は 、 ど の メー 
カー の テー プ を どの メー カー の カセ ッ ト レ コー ダ で 使っ て も ち 
ゃ ん と 動く 。 こ れ は テー プ に 互換 性 が ある か ら だ 。 は じ め か ら 
そう な っ て いる と 気がつか な いか も 知れ な い が 、 利 用 する 側 か 
ら 見 れ ば これ は と て も 大 切な が こと だ 。M S X は 、 こ の マー ク の 
付い て いる マシ ン や 周辺 装置 、 そ し て も ちろ ん ソフ ト な ど 、 ど 
の メー カー の も の で も 自由 に 組み 合わ せ て 使う こと が で きる 。 
互換 性 を 重視 し た マシ ン だ か ら だ 。 


1Z 


@ サ フル ー テ チン @ シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル @JIS 配 包 


田 サ ブル ー チ ン 


(Sub_-routine) コン ピュ ー タ に 作業 を させ る と き 、 プ ログ ラ 
ム の 中 で 同じ 処理 を くり 返し て いる と ころ が 結構 ある 。 こ の 部 
分 を その 都度 プロ グラ ム に する と 、 リ スト が 長く な る だ け で な 
く 、 わ か り に くい も の に な る 。 そ の た めこ うし た 部 分 を ひと ま 
と め に し て お いて 、 プ ログ ラム の 複数 の 箇所 か ら 利 用 する プロ 
グラ ム の 部 分 を サブルーチン と いう 。BASIC で は GOSUB 命令 
で サ プ ル ー チ ン を 呼び 出し 、 サ ブ プルー チン で は その 最後 に RE- 
TURN 命 令 を 置い て も と の プロ グラ ム に 復帰 する よう に な っ て 
いる 。 


較 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 

シー ケン シャ ル と は 、「 連 続 し て 」「 順 に 」 と いう 意味 先頭 
か ら 順 に 読み 書き する 方 式 の ファ イル (ひと まとまり の デー タ ) 
を シー ケン シャ ルフ ァイル と いう 。 デ ー タ レコ ー ダ や クイ ッ ク 
ディ スク の よう に 、 先 頭 か ら 順に 読み 書き し て いく 方 式 の 記憶 
凌 置 に 向い て いる 。 

これ に 対し て 、 ど この デー タ で も 自由 に 読み 書き で きる 方 式 
の も の を ラン ダム ファ イル と いう 。 


画 |18 配 列 


JIS と いう の は 「Japan Industrial Standard (日 本 工業 規格 ) 」 
の 略 。 こ の 規格 で 定め られ て いる キー ボー ド 配 列 が JIS 
配列 だ 。 J 1 S 配列 の 英 数 記号 は A S C | | 配列 に 準拠 し 
で いる 。 

M S X の カナ 配列 は JIS 規 格 、50 音 順 配列 の 2 通り あり 、 ど 
ちら を 使っ て も よい こと に な っ て いる 。 
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ステ ッ プ スカ ルプ チャ ー 方 式 @JIS 配 列 


舎 タ イプ を 打ち な れ て いる 人 は 早く 覚え られ る か な ?. 


較 ス テッ プス カル プチ ャ ー 方 式 


手前 の キー の 面 は 水平 に 近く 、 向 こう へ 行く ほど 手前 に 傾い 
て くる 。 つ まり 、 横 か ら 見 る と キー の 上 面 が を っ た よう に 並べ 
て ある の が 、 ス テッ プス カル プチ ャ ー 方 式 。 

手 の 形 に な じみ や すい の で 、 長 い 間 キ ー ポ ボード に 向かっ て い 
て も 疲れ が 少な い 。 


』 IM 


舎 キ ー ス トロ ー ク が 手 に な じみ や すい の だ 。 


人 @ シ ミュ レー ショ ン @ 出 力 装置 @CPU 


早 シミュ レー ショ ン 

辞書 に よれ ば 、( 訓 練 や 実験 用 の ) 模 龍 と な っ て いる 。 つ まり 
実際 に 起こ る で あろ うこ と を 、 あ る 法則 に 従っ て まね て みる こ 
と を いう 。 た と えば コン ピュ ー タ で いう ウォ ー・ ゲ ー ム (戦争 ゲ 
ー ム ) な ど は 、 モ ニタ 上 て 実際 の 戦争 を 展開 する シミ ュ レ ー シ ョ 
ン ・ ゲ ー ム の 一 種 と いえ る 。 


D ATA CA mAEENARAE o ShirERU り ToKoko 


⑯(⑥(⑥'⑥(⑥'@ 


画 出 力 装 置 ( 出 力 機器 ) 

コン ピュ ー タ 内 部 の メモ リ な ど に し まわ れ て いる 、 デ ー タ や 
プロ グラ ム を 外部 に 送出 する た め の 半 置 の こと を いう 。 

ディ スプ レイ 、 プ リン タ 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ 、 デ ー タ レコ ー 
ダ な ど が この 種 の 装置 に あたる が 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ 、 デ ー タ 
レコ ー ダ の よう に 入力 装置 を 兼ね る も の も ある 。 

これ に 対し て 、 デ ー タ や 命令 か など を コン ピュ ー タ に 取り 入れ 
る た め の 姜 置 を 入力 装置 と いう 


固 CPU(Central Processing Unit) 


コン ピュ ー タ の 名 部 分 を 人 間 の か ら だ の 部 分 に 当て は め て み 
る と 、 頭 脳 の 部 分 に 相当 する の が C P U だ 。 
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CPU@ ス テー トメ ント @STOP@ ス プラ イト 


C PU は 、Central Processing Unit の 頭 娘 字 を 取っ た 言い 方 
で 、 日 本 語 に 言い 換え る と 「 中 央 処理 装置 」 と いう 難し そう な 
名 前 に な っ て し まう 。 

入力 装置 か ら 入 っ た 情報 や 命令 は 、 2 進 法 ( | と 0 の 組合 せ ) 
VA P U に 入る 。 そ れ ら の 命令 を C P U は 理解 、 解読 

し 、 命令 に 従っ て 情報 を 処理 し 、 必 要 に 応じ て 記憶 し た り 出 力 
し た り も する 。 こ ん な に た くさ ん の こと を 、 小 さ な C PU が 処 
理 し て いる の だ 。 ち ょ うど コン ピュ ー タ 内 の 情報 空港 の 管制 
塔 ' と いら だ と どろ だ る 9 


還 ス テー トメ ント 


ーー コ マン ド の 項 参照 の こと 。 


| に je」 こ 

プロ グラ ム の 実行 を 停止 し て 、 コ マン ドレ ベル (ダイ レク ト 
モー ド ) に 戻る た め の ス テー トメ ント 。 Break in XX※※ 行 と 
表示 し て 実行 が 停止 する 。 プ ログ ラム の 実行 を 再開 する に は 
CONT コマ ンド を 実行 すれ ば よい 。 END と の 違い は 、 使 用 し て 
いた ファ イル を クロ ー ズ し な いこ と 。 停止 し た プロ グラ ム を 終 
了 さ せる に は 、[CTRL |] + [STOP ] キー を 押せ ば いい 。 


田 ス プラ イト 


スプ ライ ト (Sprite) は MS X の 特徴 の ひと つ 。 画 面 に 描く 
グラ フィ ッ ク パ ター ン を な め ら か に 移動 し た り 、 衝 突 を 検知 す 
る こと が 手軽 に で きる 機能 だ 。 ス プラ イト の グラ フィ ッ ク バ パタ 
ー ン は 一 度 に 255 枚 まで 設定 で き 、 そ の うち 32 枚 を 同時 に 表示 
で きる 。 この 32 枚 の パタ ー ン に は 表示 の 優先 順位 が あり 、 2 枚 
の スプ ライ ト が 重なっ た 場合 、 優 先 順位 の 低い スプ ライ ト は 順 
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@⑯ ス プラ イト スロ ッ ト 


位 の 高い スプ ライ ト の 後ろ に 隠れ て 見 えな く な る 。 う まく プロ 
グラ ム す る と 、 立 体 的 な 表示 も 可能 に な る わけ だ 。 ス プラ イト 
の パタ ー ン の 大 き さ は 8 X 8 ドッ ト と I6XI6 ド ッ ト の 2 種類 で 、 
それ ぞ れ ドッ ト の 大 き さ を 2 倍 に する か どう か で 4 種類 の タイ 
プ が ある 。 画面 で の 表示 や 移動 は 簡単 で 、BASIC の 命令 で 表示 
する 位置 を 変え る だ け で 0 K。 高 速 な 移動 が 可能 に な る の で 、 
ゲー ム プ ログ ラム 作り に は 欠か せな い 機 能 だ 。 


り / 


< 導 えな ぃ 
よぶ - に 


る 


ス ロッ ト 

MSX で ゲー ム を や る と き に 、 カ ー ト リッ ジ を セッ ト す る と こ 
ろ が スロ ッ ト 。 MSX パソ コン で は 通常 は | つない し は 2 つの ス 
ロッ ト が 設け られ て いる 。 MSX の ハー ド 構 成 で は 4 つの 基本 ス 
ロッ ト ( 0 番 か ら 3 番 ) か ら 、 最 大 16 個 の スロ ッ ト ま て 拡張 が 可 
能 に な っ て いる 。 0 番 ス ロッ ト に は MSX BASIC ROM や 32 キ ロ 
まで の RAM、 各種 アプ リケーション ・ ソ フト な ど が 置か れ て い 
る 。 カ ー ト リッ ジ 用 の スロ ッ ト は | 番 、2 番 、 各社 の 拡張 機能 
な ど は 3 番 ス ロッ ト に 置か れる こと が 多い 。 
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含 ス ロッ ト に も 第 1 と 第 2 が ある の で す 。 


oe や 


パ ーー re 


汗 拡張 ボッ クス を うま く 使 っ て ソフ ト の 活用 。 
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@ セ クタ @Z80A 


画 セ クタ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ な ど を 記録 する 場合 、 デ ィ ス ケ 
ッ ト を フォ ー マ ッ ト ( 初 期 化 ) す る 必要 が ある 。 こ れ は 円 盤 状 の 
ディ スケ ッ ト の どこ に 記録 する か を 明確 に エリ ア 分 け す る た め 
状 に 分 けら れ た も の を トラ ッ ク 。 各 トラ ッ ク を 


の も の 。 同 心 F 
さら に 8 な いし は |6 分 割 し た も の を セク タ と 呼ぶ 。 
セク タ 1 セク タダ 2 
トラ ッ ク 0 
セク タ 3 
トラ ッ ク 1 
トラ ッ ク 79 この 位置 は , 
トラ ッ ク 1 セ クタ 4 
に な り ます . 


回 60A 


MSX に 使わ れ て いる CPU (Central Processing Unit ) の 型番 。 
アメ リカ の ザイ ログ 福 が 開発 し た も の で 、 8 ビッ ト CPU の な か 
で は 最も ポピュラー な も の 。 相 対 ア ドレ スジ ャ ンプ 命令 や 、 ブ 
ロッ ク 転 送 命令 な どの 優れ た 機能 を 持っ て いる 。 
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@Z80A@ セ ント ロニ クス 社 人 @ セ ー プ 


TLUUULLLUUUUU 


白線 で 囲ん と ころ が Z80A だ 。 


田 セ ント ロニ クス 社 

アメ リカ の コン ピュ ー タ ・ メ ー カ ー。 コ ンピュータ と プリ シ 
タ を 接続 する た め の 、 パ ラ レ ル (並列 ) イ ンタ ー フ ェ イ ス の 仕様 
を 定め た 。 こ れ は 8 本 の 線 で 8 ビッ ト の デー タ を 同時 に 送る 方 
式 で 、 現 在 販売 され て いる コン ピュ ー タ の 大 半 が この 方 式 の プ 
リン タイ ンタ ー フ ェ イ ス を 取り 入れ て いる 。 MSX の カタ ログ で 
『 セ ント ロニ クス 社 仕 様 準拠 , と ある の は この こと だ 。 
画 セ ー ブ 

MSX に キー ボー ド か ら プ ログ ラム を 打ち 込む と 、 内 部 の メモ 
リ に 記憶 され る 。 こ れ を 外部 の 記憶 装置 、 例え ば カセ ッ ト レ コー 
ダ や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 記憶 させ る こと を セー プ (Save) す 
る と いう 。 MSX 内 部 の メモ リ は 電源 を 切っ て し まう と 内 容 を 
消失 し て し まう 。 そ こ で 、 消 そう と し な い 限 り 内 容 の 消え な い 
テー プ や ディ スク に 記憶 し て お くわ け だ 。 と いっ て も 、 磁 石 


2 の 


@ セ ー プ @ ソ フト ウェ ア 


の そば に 置い た り 手 で 記録 面 に 触れ る と 、 内 容 が 消え た り 読み 
田 す こと が で き な く な る の で 、 取 り 扱い に は 注意 すべ きだ 。 


田 ソ フト ウェ ア 


コン ピュ ー タ を 使っ て 処理 を 進め る た め の プ ログ ラム を 総称 
し て 、 ソ フト ウェ ア (Software) と いう 。 い くら 高 性 能 な ハ 
デー ドウ ェ ア の コン ピュ ー タ で も 、 ソ フト ウェ ア が な けれ ば 何 も 
で き な い 。 両 者 が うま く 機 能 す る こと で 、 コ ンピュータ は 高度 
な 処 理 を 行う こと が で きる わけ だ 。 ま た 、 ハ ー ド ウェ ア が 同じ 
で も 、 ソ フト ウェ ア に よっ て コン ピュ ー タ は まっ た く 違 っ た 処 
理 を する こと が で きる 。 
ご れ は コン ピュ ー タ の 
特徴 の ひと つと いえ る 。 


中 読み 込み 、 書 き 込 
み が 早 い の で 有名 な 
フロ ッ ピ ー ち ゃ ん 。 


へ を 所 有 率 が いち ば ん 
高い ( ? ) テ ー プ くん 
で - す 
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@ タ ッ チ キー@ ダ イレ クト モー ド 


一 タッ チキ ー 

タッ チ ス イッ チ を キー ボー ド 上 に 配列 し た も の で 、 薄 い キ ー 
の も の が 多い 。 キ ー の 形 も ファ ッ シ ョ ナブ ル な も の に で き 、 コ 
スト も 安い の で 入門 機 に 多く 使わ れ て いる 。 


田 ダ イレ クト モー ド 


M S X の よう な イン タプ リタ 型 BASIC で は 、3 つの モー ド で 
動作 する よう に な っ て いる 。 し か し 実際 に は 、 こ の モー ド の 種 
類 を コン ピュ ー タ が 表示 する こと は な く 、 使 用 者 が コン ピュ ー 
タ に 何 を 入力 する か で 自動 的 に 切り 替え られ て いる 。 そ の 1 つ 
は エディ ッ ト モ ー ド 。 プ ログ ラム を 入力 する モー ド で 、 女 字 列 
の 最初 が 数 字 ( 行 番号 ) に な っ て いる も の を 入力 し た と き の モ 
ー ド 。 プ ログ ラム 実行 モー ド は 、 文 字 通 り 入 力 し た プロ グラ ム 
を 実行 する も の で 、RUN [RETURN] と 入力 し た と き の モ ー ド だ 。 
ダイ レク トモ ー ド は 、 プ ログ ラム 実行 モー ド と 違っ て 命令 を | 
ご と に あたえ て 実行 させ る も の 。 例 えば A 三 33*24 RETURN|、 
PRINT A [RETURNI と し た り 、 NEW や SAVE な どの コマ ンド 
を 実行 する と きこ の モー ド に な る 。 エ ディ ッ ト モ ー ド で プロ グ 
ラム 入力 し て 、 ダ イレ クト モ 
ー ド で テー プ に セー プ し 、 そ 
し て プロ グラ ム 実 行 モ ー ド で 
動か す 。 と いう 具合 に 、 パ ソ 
コン を 使っ て いる 人 は 、 そ れ 
を 知ら な く て も モー ド を 使い 
分 け て いる こと に な る 。 


回 
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ディ スク ドラ イブ ディスプレイ 


一 ディ スク ドラ イブ 

外部 記憶 装置 の ひと つ 。 記 録 媒 体 と し て 使用 する 磁気 円 盤 を 
含め て 「 デ ィ ス ク 」 と 呼ぶ 場合 も ある 。 ま た 、 磁気 円 盤 の こと は 
「 デ イス ケッ ト 」 あ る い は 単に 「 デ ィ ス ク 」 と 呼び 、 駆動 装置 で あ 
る ディ スク ドラ イブ と 区 別 する 。 

現在 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 向け の も の と し て は 、 記録 媒 


体 と し て ご く 藻 い 磁気 円 盤 を 使用 する 「 フ ロッ ピー ディ スク ド 
ライ ブ 」 が も っ と も 普及 し て いる 。 


欠 現 在 の と こ 
ろ 5 機種 発売 
され て いる 。 

ほし いね 。 


田 デ ィ ス プレ イ 


も と も と 「 表 示す る 」 と いう 意味 。 コ ンピュータ で は 表示 装置 
の ひと つ 。 コ ンピュータ か ら の 出力 情報 で ある 絵 や 文字 を 表示 
する 装置 の こと 。 

も っ と も 一 般 的 な の は CRT(Cathode Ray Tube) を 使用 し た 
も の で 、 構 造 的 に は 一 般 の T V と ほとん ど 同 じ 。 そ の うち 文字 
専用 の も の を キャ ラク タデ ィ ス プレ イ 、 絵 専用 の も の を グラ フ 


28 


@ デ ィ ス プレ イ 旬 デジ タル 


ィ ッ ク デ ィ ス プレ イ と いう 。 
M S X は 、 家 庭 用 TV を ディ スプ レイ と し て 使用 する も の が 
多く 、 コ ンピュータ 専用 の ディ スプ レイ を 必要 と し な い 。 


旬 MS X の 良 
いと ころ は 、 

家庭 用 T V に 
継が る こと だ 。 


1 
画 デ ジタル 

アナ ログ に 対す る 言葉 。 ア ナ ロ グ が 中 間 値 を 取る の に 対し 、 
デジ タル は 0 か 1 の どちら か し か な い 。 電 流 が 流れ た か どう か 、 
電圧 が か か っ た か どう か な ど で 判 断 を 下す サコ ンピュータ は 、 デ 
ジタル 機器 の ひと つと いえ る 。 
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デー タク データベース 


田 デ ー タ 

コン ピュ ー タ は プロ グラ ム を 与え る こと で 動作 する が 、 そ の 
プロ グラ ム 中 で 必要 な 数 値 や 文字 列 を デー タ と いう 。 デ ー タ の 
与え 方 は いろ いろ あり 、 プ ログ ラム と 一 緒 に 置い て お く (DATA 
文 や A 三 |4 な どの 記述 )、 プ ログ ラム 実行 中 に キー ボー ド か 
ら 入 力 す る (INPUT 文 な ど )、 実行 中 に 外部 記憶 装置 か ら 読み 出 
す (INPUT 壮 文 な ど )、 同 じ く 実行 中 に 外部 の 周辺 装置 か ら 読み 
込む (INP 関 数 な ど ) な ど が ある 。 プ ログ ラム を 作る 場合 、 あ る 
程度 固定 され た デー タ は DATA 文 で 、 実行 の 度 に 変化 する 場合 
は INPUT 娘 で 、 な ど と いう 具合 に デー タ の 与え る 形 を よく 考 
える 必要 が ある 。 
較 デ ー タ ベー ス 

蓄積 され た デー タ の 集まり 。 多 く の 場 合 、 そ の 中 に 含ま れる 
デー タ は 、 汎 用 性 が あり 、 使 用 者 が 共通 に 利用 で きる も の で あ 
る 。 ま た 、 そ の デー タ は 、 多 く の 目 的 に 利用 で きる よう な 内 容 
を 持つ 。 

実際 に その デー タベース を 利用 する 際 に も 、 い ろ い ろ な 語句 
や 条件 か ら の 検索 や 7 リストア ッ プ が 可能 な も の が 多い 。 デ ー タ 
の 読み 取り の 方 式 さ きえ あっ て いれ ば 、 多 様 な プロ グラ ム か ら そ 
の デー タ を 利用 する と いう こと も で きる 。 


@10 キ ー@ 特 殊 キー 


一 10 キ ー( テ ン キ ー) 
キー ボー ド 内 の 数 字 と 数 字 に 関係 し た キー を 、 一 カ所 に ま と 
め て 電卓 の よう に し て 使い や すく し た も の 。 プ ログ ラム の デー 
タ 文 な ど 数 字 だ け を 入力 する と き や 、 ビ ジネス 用 に 便利 だ 。 
実際 に 使う と き は 、 キ ー ボ ー ド 側 の 数 字 を 押し て も 、 テ ン キ 
ー を 押し て も 変わ り は な い 。 


一 特殊 キー 


M S X マ シン の キー を 見 る と 、 ひ と つ ひ と つの キー に た くさ 
ん の 文字 、 記 号 が 書い て ある 。 こ れ ら を 使い 分 ける の が 『 特 殊 
キー」。 シフ トキ ー、 か な キー、 キャッ プス ロッ クキ ー、、 グ ラ 以 
ィ ッ クキ ー を 使い 分 ける こと に よっ て 、 ひ と つの キー て 英 女 字 
(大 、 小 )、 カ タカ ナ 、 ひ ら が な 、 図形 や 漢字 を 打つ こと が で き 、 
キー の 数 も 少な く て すむ と いう わけ だ 。 ま た 、 コ ント ロー ルキ 
ー や リタ ー ン キー も 特殊 キー と 呼び 、 多 く の マ シン で は 一 般 キ 
ー と 色分け され て いる 。 
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る @ ト ラッ ク ⑱ ト ラッ クボ ー ル @ ド ッ ト イ ン パ クト 


較 ト ラッ ク 


つ セ クタ の 項 参照 


弄 ト ラッ クボ ー ル 

ポイ ン テ ィ ン グ ・ デ バイ ス の ひと つ 。M S X 用 で は ソニ ー と 
HAL 研 か ら 発 売 さ れ て いる 。 ボ ー ル を 堂 で 回 転 させ る こと で 
画面 上 の 任意 な 点 を 選び 出し 、 装 置 に 設け られ た ボタ ン で セッ 
ト す る 。 カ ー ソ ルキ ー や ジョ イス ティ ッ ク と 比べ 、 カ ー ソ ル の 
移動 が スム ー ズ で 、 あ ら ゆ る 方 向 に 動か せる こと が 特長 だ 。 


和 ト ラッ ク 
ボー ル は 、 
お 絵描き に 
も 便利 だ 。 


還 ド ッ ト イ ン パ クト 


プリ ンタ の 印字 方 式 の ひと つ 。 イン クリ ボン を ハン マー で 串 
く こ と に より 印字 する 。 一般に この 方 式 の プリ ンタ は 、 印字 速 
度 も は や く 鮮明 な の で 、 プ ログ ラム リス ト を 出力 する と き な ど 
に 向い て いる 。 印字 時 の 音 ( ビー と いう 音 ) が 大 きい こと が 難点 
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⑯ ド ッ ト イ ン パ クト @ ド ッ ト マ トリ クス 方式 


と いえ ば 難点 。 深夜 の 使用 に は 十分 気 を つけ て / 


人 プリ ンタ の 印字 に も それ ぞ れ 個性 が ある 。 


画 ド ッ ト マ トリ クス 方 式 


プリ ンタ の 印字 方 式 の ひと つ 。 ひ と つの 交 字 (ある い は パタ 
ー ン ) を 、 8 X 8 と か I6XI16 と か の ドッ ト を 用 いて 表現 する 方 
法 。 ハン マー を 使っ て リボ ン を 打つ 方 式 の も の を 、 ド ッ ト イ ン 
パク ト 式 (イン パク ト ・ ド ッ ト ・ マ トリ クス ) と いい 、 サ ー マ ル 
素子 の 熱 に よる も の な ど を ノン イン パク ト 式 (ノン ・ イ ン パ クト ・ 
ドッ ト ・ マ トリ クス ) と いう 。 

最近 、 漢字 な ど を 少な い ド ッ ト 数 の ヘッ ド で て 表現 する た め に 、 
一 度 印 字 し た 上 に 、 半 ドッ ト 分 だ け ヘ ッ ド を ずら し て 、 結果 的 
に 2 倍 の ドッ ト 数 で 廊 字 を 構成 する プリ ンタ も 発売 され て いる 。 


ABCEDEFGHIJRLHNO 
1 ジコ すら 6 78 う 0 
! 柏 邊 多 7 () う て パ て + ま 
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人 @ 入 力 装 置 @ 熱 転写 


画 入 力 装置 (入力 機器 ) 

外部 か ら の デー タ や 命令 な ど を コン ピュ ー タ に 取り 入れ る た 
め の 装 置 の こと を いう 。 

キー ボー ド 、 マ ウス や ライ トペ ン な どの ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ 
ス 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ プ 、 デ ー タ レコ ー ダ な ど は 、 み か な 入力 装置 
(出力 装置 を 兼ね る も の も ある ) と いえ る 。 

これ に 対し て 、 コ ンピュータ 内 部 に し まわ れ て いる デー タ 、 
プロ グラ ム な ど を 外部 に 送出 する た め の 装 置 を 出力 装置 と 呼び 、 
両者 を あわ せ て 、 入 出力 装置 と も いう 。 


画 熱 転写 


プリ ンタ の 印字 方 式 の ひと つ 。 サ ー マ ル リボ ン を サー マル へ 
ッ ド で 熱し 、 プ リン タ 用 紙 に 転写 する こと で 印字 する 。 ド ッ ト 
イン パク ト と 違い 、 印字 音 が まっ た くし な いこ と が 特長 。 感 替 
式 プ リン タ と 兼用 の も の も 多く 出回っ て いる 。 


舎 リ スト の 見 直し を する と き 、 プ リン タ が ある と 便利 。 
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@ ハ ー ド ウエ ア 


田 ハ ー ド ウェ ア 


コン ピュ ー タ を 構成 する 機械 ・ 電 子 回 路 部 分 の こと を 指す 。 
ハー ドウ ェ ア ( Hardware ) は ソフ トウ ェ ア と 区 別 す る と き に 使 
われ る 言葉 で 、 ソ フト ウェ ア の 入れ 物 と 考え る こと も で きる 。 
ESI、cIIC や キー ボー トド Si コネ クタ や モー ク が 光 は が 2562N 
ー ド ウェ ア で 、 ま た それ が 配線 され た | 台 の 装置 も ハー ドウ ェ 
ア と 呼ば れる 。 メ モリ の R 0 M は それ 自身 は ハー ドウ ェ ア だ が 、 
内 部 に は ソフ トウ ェ ア が 記憶 され て いる 。 こ の よう な 場合 、 両 
者 を 合わ せ て 特に ファ ー ム ウェ ア ( Firmware ) と 呼ぶ こと が あめ 


條 ハー ドウ ェ ア の 代 
表 が 、 マ シン 本 体 。 
これ は 、 常 識 だ ね 。 


中 も ちろ ん 、 デ ィ ス 
AR ライ ジン も さく 202m 
ド の ひと つ な の だ 。 
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@ ハ ー ド ウエ ア @ ハ ー ド ・ コ ピー 


ここ ー-、 


で これ は 、 フ ロ 
ッ ピ ー を タテ に 
入れ る ドラ イブ , 

呈 パ ソコ ン に は 

必需 品 と いっ て 

いい デー タレ コ 


一 ハ ー ド ・ コ ピー 

ディ スプ レイ に 表示 され た 文字 や 絵 の よう に 、 電 源 を 切っ た 
ら 消 えて し まう も の 、 永 続 仁 の な いも の に 対し て 、 プ リン タ で 
出力 し た リス ト の よう に 、 そ の まま 保存 し 、 い つ で も 見 る こと 
の で きる も の を ハー ド ・ コ ピー と いう 。 

ディ スプ レイ 上 に 表示 され た 文字 や 絵 自体 は 永続 性 が な いも 
の だ が 、 こ れ を 写真 撮影 すれ ば 、 プ リン タ 出 力 に よる リス ト な 
ど と 同様 に 扱う こと が で きる 。 こ れ も ハ ー ド ・ コ ピー と いう 。 
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バッ テリ ・ バ ッ ク ア ッ プ W バ イト @ バ パス 


一 バッ テリ ・ バ ッ ク ア ッ プ 
外部 の 電源 (た と えば AC100V の 電灯 線 ) を 使用 する 機械 、 装 
置 な ど で 、 そ の 電源 と の 接続 が 断 た れ て も 内 蔵 の バッ テリ に よ 
っ て 機能 を 維持 する こと の で きる し くみ の こと 。 
M S X 向 け の も の と し て は 、 パッ テリ ・ バ パッ クア ッ プ に よる 


メモ リ が あり 、 内 蔵 の R AM に バッ テリ で 給電 する こと に より 、 


デー タ を 保存 で きる よう に な っ て いる 。 ま た 、M S X 2 仕様 の 
マシ ン に は 、 バ ッ テ リ バッ クア ッ プ の 時 計 機 能 が 付く 。 


画 バ イト 


(Byte) メ モリ の 数 を 表す 単位 。M S X な と 女 理 が 8 ビット で 
行わ れる マシ ン の メモ リ で 使わ れる 。 英 数 文字 な ら | バイ ト で 
| 廊 字 を 表現 で きる の で 、500 バ イト な ら 500 文 字 記 憶 す る こと 
が で きる 。 な お 、1024 バ イト を | キロバイト 、 約 1048 キ ロバ パイ 
ト を | メガ バイ ト と いう 。64 キ ロバ イト と いう の は 、 正 確 に は 
65536 バ イト の こと に な る 。 


一 バ ス 

日 本 語 で は 「 母 線 」、 と いう 。C PU と メモ リ 、 メ モリ と 1 
0 ポー ト な ど 、 装 置 韻 で デー タ を や り と りす る 際 に 使う 共通 線 
路 の こと 。 そ の 使用 目的 に より 、 ア ドレ ス ・ パ ス と 呼ば れる も 


3Z 


@⑯ バ パス @ バ グ @8 ビッ ト 


の と デー タ ・ バ ス と 呼ば れる も の が ある 。 

M S X の スロ ッ ト も ユー ザー に 開放 され た バス の 一 種 で 、 そ 
の た め に ここ か ら メ モリ の 増設 や 拡張 装置 の 接続 な ど が で きる 
貞 9 民 な っ つ で いる 。 


男 バ グ 


も と も と は 「 虫 」 の こと 。 プ ログ ラム 中 の 間違い の こと を いう 。 
文法 的 な 間違い は も ちろ ん 、 エ ラー メッ セー ジ の 出力 され な い 
論理 的 な 誤り の こと も バグ と いう 。 そ れ ら の バグ を 取り 除き 、 
プロ グラ ム を 仕上 げ て ゆく 作業 の こと を 「 デ バッ グ 」 と 呼び 、 日 
本 語 で 「 虫 と り 」 な ど と いう こと も ある 。 


コン ピュ ー タ が 数 値 を 扱う 場合 、 2 進数 と 同じ 表現 で 処理 す 
る よう に な っ て いる 。 2 進数 と は 、 数 字 の 0 と | だ け で すべ て 
の 数 を 表す 方 法 。 た と えば 0 1 0 0 | 10 | と いっ た 表現 に な 
る 。 そ し て 、 こ の 桁 を コン ピュ ー タ で は ビッ ト (Bit) と いう 単 
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@8 ピ ビット @VRAM@ プ ログ ラム 


位 で 表現 する 。 と ころ で 、 こ の ビット 数 が | つ 増 える と 、 数 の 
大 き さ を 表現 で きる 範囲 は 2 倍 に 増え る 。 ビ ッ ト 数 が 大 きけ れ 
ば 大 きい ほど 、 一 度 に 扱え る 数 の 種類 が 増え る わけ だ 。 と いっ 
て も 現実 に は いろ いろ な 制約 が あり 、 簡 単に 増やす こと は で き 
な い 。M S X で は Z80A と よ ば れる 種類 の C P U (中 央 処理 装 
置 ) が 使わ れ て いる が 、 こ の C P U は 一 度 に 8 桁 の 2 進数 を や 
り と りす る こと が で きる 。M S X は 、 つ まり 8 ピッ ト の コン ピ 
ュー タ と いう わけ だ 。 


固 VHAM( ビ デオ HAM) 


通常 、 デ ィ ス プレ イ 装 置 は 画面 表示 に あたっ て 、 画 面 を 記憶 
する こと が で き な い (スト レー ジ ・ チ ュー ブ と 呼ば れる 、 記憶 
可能 な ディ スプ レイ も ある )。 そ の た め 、 コ ンピュータ か ら の 出 
力 を 記憶 し て お く メ モリ が 必要 と な る 。 そ の た め に 用 意 さ れ て 
いる R AM を 特に V R A M( ビ デオ R A M) と 呼び 、 主 記憶 装置 
と し て 用 意 さ れ て いる R AM と は 区 別 さ れる 。 上 
MS X の 「VRAM 16K バ イト 」 と か 、MS X 2 の 「VRAM 
64K パ イト 」 な ど は 、 こ の R AM の 容量 の こと 。 


プ ログ ラム 

コン ピュ ー タ は それ 自体 で は 何 も で き な い が 、 人 間 が 処理 の 
手順 を きち ん と 教え て や る と 、 高 速 に 、 し か も 正確 に 処理 を 進 
め る こと が で きる 。 処理 の 手順 は コン ピュ ー タ の メモ リ に 記憶 
させ て お く が 、 こ の 内 容 を プロ グラ ム (Program ) と いう 。 ま た 、 
プロ グラ ム に は コン ピュ ー タ 言語 に よっ て いろ いろ な 記述 方 法 
が あり 、 も っ と も 基本 に な る の が マシ ン 語 と 呼ば れる も の 。 
BASIC は 高級 言語 と 呼ば れる も の の ひと つ で 、 比較 的 わか りや 
すく コン ピュ ー タ に 手順 を 与え る こと が で きる 。 


3 の 


@ プ ロッ タ @ フ ロッ ピー ディ スク 


田 ブ ロッ タ 

プリ ンタ の 印字 方 式 に よる 分 類 の ひと つ 。 ペ ン な ど で 線 を ひ 
ぐ 《 こ と に より プリ ント する 。 本 来 は 座標 を プロ ッ ト す る こと に 
より 作図 する た め の も の な の で 、 プ ログ ラム リス ト や 画面 の ハ 
ー ド コピ ー を 取る こと は 苦手 。 線 画 を 描く 場合 な ど 、 使 用 ケー 
ス に 応じ て 使い こ な そ う 。 


人 針 いろ いろ な プリ ンタ が あっ て 迷っ て し まう ね 。 


還 フ ロッ ピー ディ スク 

コン ピュ ー タ 専用 の 磁気 記録 装置 の こと 。 薄 い 円 盤 状 の メデ 
ィ イア に 同心 円 状 に 、 デ ー タ や プロ グラ ム を 記録 する こと が で き 
る 。 こ の 同心 円 状 に 記録 され る 部 分 を トラ ッ ク と いい 、 メ ディ 
ア が 回 転 し な が ら 読み 書き ヘッ ド が トラ ッ ク 間 を 走査 する こと 
で 内 容 が アク セス され る 。 ト ラッ ク は いく つか の セク タ と 呼ば 
れる 部 分 に わけ られ 、 こ こ に は 直接 デー タ な ど が 書き 込ま れる 
が 、 そ の 前 後に は 読み 出し 時 の 信頼 性 を 上 げ る た め に 付加 情報 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 角 フローチャート 


記録 され て いる 。 フ ォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スク が 、 非 フォ ー 
マッ ト 時 に 比べ て 記憶 容量 が 少な く な る の は この た めで ある 。 
また 、 デ ィ ス ク 内 に どの よう な 名 前 の 情報 が 入っ て いる か ( デ 
ィ レ クト リ ) や 、 そ れ が どこ に 入っ て いる か (ファ ッ ト ) な ど 
を 記憶 する 部 分 も あり 、 こ れ は 決め られ た トラ ッ ク 、 セ クタ に 
置か れ て いる 。 た だ し 、DISK BASIC や MSX-DOS が 完全 
に ディ スク を 制御 し て くれ る の で 、 使 用 者 は これ ら を 意識 する 
必要 は な い 。 フ ロッ ピー ディ スク は 、 カ セッ トレ コー ダ に 記録 
する 場合 と 比べ て 、 ロ ー ド プ セ ー ブ の 時 間 が は る か に 短い 、 品 
ー ド エラ ー が ほとん ど 起 き な い 、 デ ィ ス ク を 入れ る だ け で あと 
付す 2 で ツ Z8N 
ウェ ア て 制御 で 
きる 、 ラ ンダ ム 
ファ イル が 利用 
で きる 、 な と 有 
利 な 特徴 を 持っ 
2 の 


針 3 イ ンチ 、3.5 イ ン 
チ 、 5. イ ンチ な が だ ど Wy 
ろ い ろ あ る 。 


田 フ ロー チャ ー ト 


コン ピュ ー タ に 何 か の 仕事 を させ よう と 思っ た と き に 、 仕 事 


の 手順 や 内 容 を 仕事 の 流れ に そっ て 図 に 書い て や る 。 こ れ を フ 
旨 寺 カヤ ャ ーー トド どう 5 
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⑯ フ ロー チャ ー ト プリ ンタ 


長い プロ グラ ム を 書く と き に は 、 い き な り プロ グラ ミン グ す 
る の で は な く 、 フ ロー チャ ー ト に よっ て 流れ を 明確 に 簡略 化し 
て 、 何 を させ た い の か は っ きり させ る と 、 プ ログ ラム が 作り や 


すい 。 
NNSTDARD 


PRNTH | 


一 プリ ンタ 

( Printer) LIST 命令 や PRINT 命令 な ど で 画 面 に 表示 し た 内 容 
は 、M S X の 電源 を 切る と 消え て し まう 。 そ こ で 、 こ れ と 同じ 
内 容 を 紙 な ど に 印刷 する 外部 装置 が プリ ンタ だ 。 ま た 、M S X 
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プリ ンタ フル スト ロー クキ ー@ フ ァイル ネー ム 


< る ァ 


合 さ て 、 今 まで 出 た プリ ンタ の 種類 、 覚え た か な 。 

仕様 の プリ ンタ は グラ フィ ッ ク 機 能 を 持っ て いる の で 、 ソ フト 
次 第 で グラ フィ ッ ク 画 面 の 内 容 を 印字 する こと も 可能 。 プ リン 
タ は 表示 結果 を 多く の 人 に 見 せ た い と き や 、 | つの 画面 に 収 ま 
りき れ な い プ ログ ラム リス ト を 見 る と き な ど に 便利 だ 。 画 面 は 
同じ 面 に 何 枚 で も 書い た り 消 し た り で きる が 電源 を 切る と 使え 
な く な り 、 プ リン タ の 印字 は 消せ な い が あ と に 残る と いう 特徴 
を 持っ て いる 。 な お 、 画 面 表示 を ソフ トコ ピー、 プ リン タ の 印 
字 を ハー ドコ ピー と いう こと が ある 。 


弄 フ ルス トロ ー ク キー 

非常 に 一 般 的 な キー で 、 キ ー ト ッ プ や バネ の 列 さ 、 ス トロ ー 
ク な ど が 使い や すく な っ て いる 。M S X の ほとん ど が この タイ 
プ と いえ る 。 


田 フ ァイル ネー ム 
プロ グラ ム を ディ スク や テー プ に セー プ ブ す る と き 、 そ の 内 容 
を 簡潔 に 示す も の が ファ イル ネー ム 。M S X の 場合 CSAVE( テ 
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⑯ フ ァイル ネー ム @ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー@ フ ォ ー マ ッ ト 


ー ブ プ ) の 場合 は 6 文字 まで 、 SAVE( ディスク) の 場合 は 8 文字 
(さら に BAS や COM、0BJ な どの 拡張 子 が 3 文字 まで 追加 可能 ) 
まで の 婦 字 列 を 指定 する こと が で きる 。 
較 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 

「R UN」 と か 「G 0 T 0」 な ど に 、 よく 使 う コ マン ド を ひと つの 
キー に まとめ た も の 。 シ フト キー を 組み 合わ せる こと に よっ て 
10 通 り の コマ ンド を 使え る 。 マ シン を 起動 し た と き に は 、 そ れ 
ぞ れ の キー に コマ ンド が 定義 され て いる が 、 プ ログ ラム で 自由 
に 割り あて て 使う こと も で きる の で 、 長 い プ ログ ラム を 入力 す 
る と き に 、 良 く 使う コマ ンド や 単語 を 設定 すれ ば 、 楽に 入力 が 
で きる 。 


合 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー は 、| 一 10 ま で ある 。 
圏 フォーマット 

ディ スケ ッ ト を 使用 する コン ピュ ー タ や ソフ トウ ェ ア に あわ 
せ て 「 初 期 化 」 す る こと 。 


コン ピュ ー タ 内 部 の メモ リ に 、 そ れ ぞ れ 番地 が 付け られ て い 
る よう に 、 デ ィ ス ク 上 に も 「 ト ラッ ク 」「 セ クタ 」 と 呼ば れる 番地 
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@ フ ォ ー マ ッ ト @BASIC@ ホ ー ム ボ ポジション 


の よう な も の が ある 。 そ れ を 割り 付け て いく 作業 を フォ ー マ ッ 
ド と を いう ぶ コ ヨン ピュ ユー エタ や ツジ ドウ の あわせ NM20 多 
を 区 画 整 理 する 作業 と 考え れ ば わか りや すい 。 


画 BAIC 


コン ピュ ー タ が 理解 で きる の は 数 字 の 組合 せ だ け で 、 英語 

日 本 語 を 直接 理解 する こと は で き な い 。 そ し て 、 こ の コン ピュ 
ー タ が 直接 わか る プロ グラ ム が 、 マ シン 語 プ ログ ラム と 呼ば れ 
る も の 。 し か し 、 こ れ で は 人 間 が 理解 する の が 大 変 な た め 、 コ 
ンピュータ に 処理 の 手順 を 教え ん る た め の コ ンピュータ 言語 が い 
ろ い ろ 開 発 さ れ た 。 BASIC(Beginners Al-purpose Symbolic 
Instruction Code) も その || つ で 、 そ も そ も は | 台 の 大 型 コ ン ピ 
ュー タ を 複数 の 人 が 利用 する た め に 作ら れ た も の だ っ た 。 こ れ 
を 、 ア メリ カ 人 の 一 青年 が パソ コン で 使え る よう に し た と た ん 、 
あたかも パソ コン の た め に 作ら れ た か の よう に BASIC が 普及 し 
た の は 現在 の と お り 。 そ の 名 の と お り 、 初 心 者 で も 使え る よう 
に 配慮 され た コン ピュ ー タ 言語 だ が 、 プ ログ ラム し だ いで は 相 
当 高度 が こと も で きる よう に な っ て いる 。 


一 ホ ー ム ポジ ショ ン 

キー ボー ド に 指 を 置い た と き に 、 自 然 に 指 が キー ボー ド の 上 
に な る 位置 の こと 。 左手 の 人 差 指 は ^F* の と ころ 、 右 手 の 人 差 
指 を ^ J? の と ころ に 置く と 、 自 然 に 左 は ^D S A”、 右 は ^KL” 
に 指 が いく は ず 。 ホ ー ム ポジ ショ ン と いう ぐらい だか ら 、 キ ー 
を 打っ た あと は ホー ム へ すぐ 帰る よう に する 。 

この 姿勢 で ゆっ くり 練習 すれ ば 、 将 来 は ブラ イン ド タ イ プ 
(キー を 見 な いで 入力 する こと ) も 夢 で は な い 。 
正しい タイ ピン グ は 、 ホ ー ム ポジ ショ ン か ら ね 。 
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ホーム ボ ジ シ ョ ン @ ボ イン ティ ング デバ イス 人 @ ポ ケ コ ン 


田 ボ イン ティ ング デバ イス 

女 字 どおり 、 指 し 示す た め の 機 器 、 装 置 の こと 。M S X 向 け 
の も の は 多く 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 マ ウス 、 ト ラッ クボ ー ル 、 
ライ トペ ン 、 タ ブレ ッ ト な ど は この 種 の 装置 。 広 い 意味 で は カ 
ー ソ ルキ ー も 含ま れる 。 

画面 上 に 示さ れ た 作業 メニ ュー を 選ん だ り 、 グ ラフ ィ ッ クス 
ソフ ト て 座標 を 指示 し た りす る た め に 用 いる の が 一 般 的 。 


一 ポ ボケ コン 

ポケ ッ ト コ ンピュータ の 略称 。 掌 に 乗る くら い の サ イズ な が 
ら 、 プ ログ ラム を 組む こと も で きる 。 プ ログ ラム 電卓 と 呼ば れ 
る も の も 、 こ の ポケ コン の 一 種 と 考え て よい 。 


一 時 、 話 
題 を 呼ん だ 
ポケ コン 。 


@ マ イコ ン @ マ ウス 


較 マ イコ ン 
マイ クロ コン ピュ ー タ の 略 で 、 超 小型 コン ピュ ー タ の こと を 
意味 する 。 マ イコ ン と いう 言葉 は 、 最初 は L S | に 収まっ た C 
PU の こと を 差し て いた が 、 現在 で は CPU を 使っ た 超 小 型 の 
コン ピュ ー タ シス テム (組み 込み 製品 を 含む ) を 差す こと が 多く 
厳密 に は 定義 され て いな い 。 ま た 、M S X の よう に 特に 個人 で 
使い 易い よう に 設計 され た マイ コン シス テム を 、 パ ー ソ ナル コ 
ンピュータ (パソ コン ) と 呼ぶ 。、。 た だ し これ は 日 本 だ け の 表現 で 、 
アメ リカ で は ` マ イク ロ ” と 呼ん で いる 。 マ イコ ン の 心臓 部 と な 
る C P U は 、 ア メリ カ の イン テル 社 へ 日 本 の ビジ コン 社 が 語 


け 
を 依頼 し た の が 始ま り 。 こ れ は 4 ピット の 4004 と 呼ば れる C 


P U で 、1971 年 に 発表 され た 。 


レク テ 、 7 / マ マ 


才 尺 


な な こそ ッ 交 
ホ 答 
の 人 洒 

\ 覧 
3 名 


田 マ ウス 


ポイ ン テ ィ ン グ ・ デ バイ ス の ひと つ 。 こ の 装置 自体 を 動か す 
こと で 、 画面 上 の 座標 を 自由 に セッ ト す る こと が で きる 。 形 が 
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@ マ ウス @ マ ニュ アル 


舎 マ ウス は 、 そ の 姿 が ネズ ミ に 似 て いる か ら そ の 名 が つい た 。 
ね ずみ に 似 て いる こと か ら 、 こ の 名 前 が つけ られ た 。 乱暴 な い 
い 方 を すれ ば 、 ト ラッ クボ ー ル を ひっ くり 返し た も の と 思っ て 
いい 。M S X 用 と し て は 、 日 本 エレ クト ロニ クス と ヤマ ハ か ら 
発売 され て いる 。 


園 マ ニュ アル 


いわ ゆる 取扱 説明 書 の こと 。 コ ンピュータ の 場合 に は 、 ハ ー 
ドウ ェ ア の 説明 書 、 内 蔵 さ れ た ソフ トウ ェ ア の 説明 書 な ど 、 数 
冊 が マシ ン と 同 梱 され る ケー ス が 多い 。 

多く の M S X コン ピュ ー タ に は 2 種類 の マニ ュ ア ル が 付属 す 
る 。 ひ と つ は その コン ピュ ー タ の 機械 的 な 仕様 や 取り 扱い 方 法 、 
構造 的 な 特徴 な ど を 記し た も の 。 ほ か の ひと つ は MSX BASIC 
に つい て の 説明 、 辞書 的 な 使用 法 を 前 提 と し た も の だ 。 そ れ 以 
外 に 付属 する マニ ュ ア ル の 多く は 、 そ の マシ ン 独 自 の 内 蔵 ソフ 
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マニ ュ ア ル 


告 ユー ザー スマ ニ 
ュ ア ル は 、 初 心 者 
の 命 と いっ て も 。 


動 マ ニュ アル を よ 
ー く 読む と 、 編 集 
部 に 問い 合わ せ し 
な く て すむ の だ 。 


ト に つい て の も の で あっ た り 、 起 動 方 法 の 特別 な 手順 を 示し た 
りす る も の と 考え て よい だ ろう 。 

前 者 は ユー ザー ズ マ ニュ アル 、 あ る い は た だ 単に 取扱 説明 書 
と の み 呼 ば れる も の が ほとん ど で あ り 、 後 者 は リフ ァ レ ンス マ 
ニュ アル と か 文法 書 と いう 名 称 で 呼ば れる こと が 多い 。 

ユー ザー ズ マ ニュ アル に ハー ドウ ェ ア の 解説 以外 に BASIC 
の 基礎 的 な 扱い 方 を の せ て いる も の も 少な がく な い 。 ま た 、 エ ラ 
ー 対 策 な ど に 関す る 記述 の ある ケー ス も 増え て いる 。 ユ ー ザ ー 
ズ マ ニュ アル の 内 容 は その マシ ン が 上 級 者 向き か 初心 者 向き 
か で か な り 異 な る の が 普通 。 そ れ に 対し て リフ ァ レ ンス マニ ュ 
アル は 辞書 スタ イル の も の が 圧倒 的 に 多い 。 
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@ マ ル チ ・ ス テー トメ ント る マル チタ スク 


園 マル チ ・ ス テー トメ ント 


BASIC で は 、 | 行 に 複数 の 文 を 書く こと が で きる 。 こ れ を マ 
ルス テ ェ トメ ンド と いう 

初期 の BASIC 搭 載 マ シン で は 、 主 記憶 容量 の 制約 か ら 、 複 数 
の 文 を | 行 に まとめ て 、 メ モリ を 節約 する と いう 手法 が 多く 使 
われ た 。 し か し 、 最 近 の マシ ン は 主 記憶 容量 も 増え た た め 、 マ 
ル チ ・ ス テー トメ ント を こと さら メモ リ 節 約 の た め の み に 使用 
し な けれ ば な ら な いと いう ケー ス は 少な く な っ て き て いる 


2ooo rs o :Ptm 9、14159 1Rs 7o 

2010 X= 256/2  :V= 192/2 

2020 

2oao. XP= X+R*COS(PT ネ 1/180) ょ YP= Y-R*BINCPI* ネ エ /180) 
2o4o PSET XP,YP) , 15 ii= TT1O 

2050 F r<360 THEN GOTO 202O 

2060 ! 

2070 LINE CX,O) て X。191) LTNE て O,Y)- て 255, Y) 日 

2o8o FoR J= 1 Tos PLAY "ar :NEXT 


田 マ ル チ タ スク 
ひと つの コン ピュ ー タ に 、 
同時 に 複数 の 仕事 を させ よう 
と いう も の 。 CRT を 細か く 分 
割 し た マル チ ウ イン ドゥ な ど 
が 有名 。1I6 ビ ピット CPU を 使っ 
た ビジ ネス 機 な ど に も 、 多 く 
取り 入れ られ る よう に な っ て 

きた 。 
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人 @ メ モリ @ モ デム 


画 メ モリ 

ROM や RAM な ど 、 プロ グラ ム や デー タ な ど を 記憶 する も の を 
いう 。 一般に 『 メ モリ 容量 は ……』 な ど と いっ た 場合 は 、RAM 
(Random Access Memory ) を 意味 する こと が 多い 。 詳 し く は 、 
ROM、 RAM の 項 参 照 の こと 。 
較 モ デム 

モデ ム は 、modulator/demodulator (変調 復調 ) の 頭 文 字 を 
取っ た いい 方 。 モ デム は 、RS-232C の 信号 を 直接 、 電 気 的 信 
号 に 変え 、 そ の 信号 を コン ピュ ー タ の 信号 に 変え る こと に よっ 
て デー タ の や り と り を 行う よう に な っ て いる 。 こ れ は 、 音 で の 
デー タ の や り と り で は な いか ら 、 周 り の 雑音 に よっ て デー タ が 
変わ っ て し まう と いう こと が な い 。 ま た 、 電 気 的 信号 な の で 、 
信頼 性 も 高く 、 高 速 に デー タ の や り と り が 行え る 。 し か し 、 モ 
デム は 高価 で 、 あ まり ポピュラー な も の で は な い 。 近 頃 で は 、 
モデ ム 内 蔵 の 電話 機 も 売ら れ て いる が 、|0 万 円 前 後 で 、 一 般 に 
は 、 ま だ まだ が 高価 な も の で ある 。 


ユー ティ リティ プロ グラ ム 候 予約 語 


田 ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム 

ユー ティ リティ と いう の は 「 有 用 な 」「 役 に 立つ 」 と いう 意味 。 
コン ピュ ー タ の 扱い を 楽に する プロ グラ ム 、 た と えば ファ イル 
名 を 一 覧 し た り 、 デ ィ ス ク 間 で ファ イル を コピ ー し た り と いっ 
た よう な 作業 を 、 よ り 能 率 的 に 行う た め の プ ログ ラム を ユー テ 

ィ リ ティ プロ グラ ム と 呼ぶ 。 

コン ピュ ー タ シス テム の 情報 の 流れ を より 円 滑 に し 、 シ ステ 
ム の 扱い を より よい も の に する の が この 種 の プロ グラ ム の 目的 。 
これ に 対し て 、 一 般 的 な 事務 処理 や 会 計 計 算 な ど を 行う プロ グ 
ラム を アプ リケーション ソフ ト ( ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム ) 
と 呼ぶ 。 


一 予約 語 
プロ グラ ム 言 語 中 で 用 いら れる 特定 の 文字 列 。 プ ログ ラム を 
記述 する 場合 に は 、 そ の プロ グラ ム 言 語 固有 の 意味 を 持つ 。 
BASIC の 場合 、 コ マン ド 、 ス テー トメ ント な ど は すべ て 予約 
語 で ある た め 、 同 様 の 文字 列 を 使っ た 変 数 名 、 配 列 名 な ど は 許 
され な い 。 た と えば 「IF」 や 「RUN」 を 変数 と し た 一 一 
PRINT IF 
上 ES は ラー と (が る 5 
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@ ラ イト ペン @RAM 


園 ラ イト ペン 

ポイ ン テ ィ ン グ ・ デ バイ ス の ひと つ 。CRT を この ベン で タツ 
チ す る こと で 、 座 標 を 読み 取る こと が で きる 。MSX で は サン ヨ 
ー が 発売 当初 か ら こ れ を 採用 し て いる 。 


村 ラ イト べべ 
ン で お 絵 描 
き を し て い 
る 人 も 多い 。 


一 AM 


ラン ダム ・ ア クセ ス ・ メ モリ (Random Access Memory) の こ 
と 。 パ コソ ン で は 半導体 メモ リ の 種類 を 指す こと が 多く 、 文 字 
通り 任意 の 場所 を アク セス で きる メモ リ の こと 。 た だ し 、 日 本 
語 に 直す 場合 は 書き 込み 読み 出し 可能 メモ リ ” と し た 方 が わ 
か りや すい 。 メ モリ に は 通常 アド レス と いう 番号 で 指定 され る 
記憶 場所 が 数 万 あり 、RAM と は その 任意 の 場所 を 選択 で きる メ 
モリ だ が 、ROM と 違っ て RAM の 特徴 は 書き 込み が で きる と いう 点 
に ある 。 そ の 代わ り 、 パ ソコ ン 本 体 の 電源 を 切っ て し まう と メモ 
り の 内 容 が 消え て し まう 。 MS5X で は 、RAM は BASIC の プロ グラ ム 
を 記憶 し た り 、 変 数 の 内 容 を 覚え て お く た め な ど に 使わ れ て い 
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@RAM@RUN 


る 。 な お 、RAM に 対し て 書き 込み の で き な い メモ リ を ROM 
(Read Only Memory) と いい 、 “読み 出し 専用 メモ リ ” と 訳 


信 ハ ー ド の 中 身 っ て 小さ く て 複雑 な ん だ よね 。 


画 HUN 


プロ グラ ム を 実行 する と き の 命令 。 英語 で 「RUN」 と いえ ば 、 
「 走 れ /」 と いう こと に な る が 、 ま さ に その と お り 。「 ル ン 」 な ん 
て 読ま き な い よう (に ね 。「 ラ ン 」 で す よ 。 
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@ ラ ンダ ム フ ァ イル 旬 LIST 


圏 ラン ダム ファ イル 

ラン ダム と は 、「 手 当り 次 第 に 」 と いう 意味 。 ど こ に で も 自由 
に 読み 書き で きる ファ イル (ひと まとまり の デー タ ) を ラン ダム 
ファ イル と いい 、 読 み 書き する こと を ラン ダム アク セス と い 
う 。 そ の 構造 上 、 先 頭 か ら 順に 読み 書き し て いく デー タレ コー 
ダ や クイ ッ ク デ ィ ス ク は ラン ダム ファ イル に は あま り 向 いて い 
な い 。 

これ に 対し て 、 先 頭 の デー タ か ら 順 に 読み 書き する 方 式 の も 
の を シー ケン シャ ルフ ァイル と いう 。 


一 LIST 


メモ リ の 中 に し まっ て ある プロ グラ ム を 画面 上 に 呼び 出す コ 
マン ド が 「LIST」。 行 番号 で 指定 する と 、 必 要 な と ころ だ け 画 面 
に 出す こと も で きる 。 ま た 、M マ ガ 本 誌 の う しろ の ペー ジ に 載 
っ て いる プリ ント アウ ト さ れ た プロ グラ ム の こと も リス ト と 呼 


ぶ ぶ 。 


100O0 ? MSX いそ うつ "リリ ロ am 

山水 O5W 1985. by TAMORTI。 
10O ! 

1030 DEFINT ぬ -Z 

1040 ロ N INTERVAL=SO GSUB 12OO 
105O_ GOSUB OOO  ! in ロ it 

1O60 SUB 12OOg GOSUB 1200 
1070 INTERVAL ON 

1OB0 !? 

1090 ?main 1ooP 

11OO FUR BN=3 TO 11 STEP 2 
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@REM 文 @ROM 


画 HEIM 文 (リマ ー ク 文 ) 


BASIC の 非 実行 女 の ひ と つ 。 文頭 に 『REM』 ある い は 、『” 』 
を 入れ る こと に よっ て 、 そ れ 以 降 の 文 は 実行 され な く な る 。 

プロ グラ ム の タイ トル や 、 注 釈 を 入れ る た め に 使用 され る こ 
と が 多く 、 見 や すい プロ グラ ム を 作る た め に は 必要 不可 欠 と い 
えよ う 。 ま た 、 確 実に 何 も 実 行 され な い 廊 を ( 行 を ) つ くる こと 
が で きる た め 、GOTO や GOSUB 文 の 飛び 先 と し て 使わ れる こと 
も ある 。 


1000 「 ポ 水玉 来 末 


1010r 

1020 "TEST PROGRAN FOR MBX MAGAZINE 

103O 「 

1o40 r Aug. Bth 1985 
1o5o Copyright by ASCII corpx 


1060 !* キ 玉林 


一 HOM 


コン ピュ ー タ を 動作 させ る た め に は プロ グラ ム や デー タ を 与 
える 必要 が ある が 、 こ れ ら を 記憶 し て お く の が メモ リ 。ROM 
(Read Only Memory ) は “読み 出し 専用 メモ リ ” の こと で 、M 


UayA 


バイ パニ ッ ク 
知 い わ ゆ る 
R 0M カ ー 
トリ ッ ジ で 
ある 。 
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@ROM@ 論 理 エラ ー 


含 こ ん な も の が 中 に 入っ て る な ん て お も し ろ い ね 。 


SX で は BASIC プ ログ ラム を 処理 する た め の マ シン 語 プ ログ ラ 
ム が 記憶 され て いる 。ROM は RAM と 違っ て 、 電 源 を 切っ て 
も 内 容 が 消え な い 。 電 源 を 入れ る と すぐ に ぐ BASIC が 使え る の 
は この た めで ある 。 ま た 、M S X の ソフ トカ ー ト リッ ジ の 中 に 
も ROM が 使わ れ 、 簡 単に ゲー ム な ど が 楽し め る よう に な っ 
て いる 。 


画 論 理 エラ ー 

文法 上 の 誤り な ど で は な く 、 プ ブロ グラ ム 設 計 の ミス で 生じ 
る 、 構 造 上 の 間違い や 予定 外 の プロ グラ ム 進 行 な ど に よる エラ 
ー の 総称 。 入 力 ミ ス に よっ て 結果 的 に 論理 エラ ー を 引き 起こ す 
ケー ス も 少な く な い 。 

特に 条件 判断 娘 で の 誤り 、 ル ー プ の 回 数 の 間違い 、 変 数 名 や 
型 の 違い な ど が 多い 。 フ ロー チャ ー ト な ど で 、 プ ログ ラム の 仕 
様 を 十分 に 把握 する こと が 大 切 で ある 。 
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@ ロ ー ド @ ワ ー ク エリ ア 


画 ロ ー ド 

カセ ッ ト レ コー ダ や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どの 外部 記憶 凌 軒 
に セー ブ し て お いた プロ グラ ム を 、M S X 内 部 の メモ リ に 取り 
込む こと を ロー ド (Load) する と いう 。M S X は 通常 一 度 に | 
つの プロ グラ ム し か 記憶 で き な い が 、 こ れ ら の 記憶 装置 な ら テ 
ー プ や ディ スク の ある 限り 、 プ ログ ラム を 記憶 させ る こと が で 
きる 。 た だ し 、 プ ログ ラム が BASIC か マシ ン 語 革 か 、 ま た BASIC で 
も アス キー 形式 か パ バイナリー 形式 か に よっ て ロー ド す る 命令 が 
異な る の で 、 ど の 方 法 で セー プ し て ある の か を カセ ッ ト ハ ー フ 
や ディ スク ラベ ル に 書き 込ん で お いた 方 が ボロ ー ド する と き に 便 
利 。 


8) 8 アル 
の 0 2 
(し つう き 
0 ラグ 
較 ワ ー ク エリ ア 


BASIC や DISK.BASIC が 使用 する 領域 の こと を いう 。MSX BASI 
C の 場合 は F380 番 地 か ら FFFF 番 地 ま で が この エリ ア 。 し た 
が っ て RAM 容 量 が 32 キ ロバ イト で も 、 ユ ー ザ ー が 実際 に 使 
える の は (ユー ザー エリ ア )、28 キ ロバ イト 程度 と いう こ 
と に な る 。 デ ィ ス ク を つない だ 場合 に は 、 | 台 に つき さら 
に 2 一 3 キロ バイ ト の エリ ア が ワー クエ リア と し て 使用 さ 
れる 。 
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ASCI 配列 
アプ リケーション ソフ ト ・ 


アナ ログ … 

アッ プル 社 … 

2 の の mA 

EDIT キ ー………… 
MSX-ENGINE・T7775、MSX-System・S3527 ……… ア 
エラ ー メ タッ セ ー ジ ドド eee… 8 


( カ ) 


外部 記憶 装置 … 


GA 

感熱 プリ ンタ 9 の 
カー ソル キー s:13 
キー ボー ド …14 
フル ンク 1 5 
回 2 At 16 
に .16 


EAN U/pc 人 3 


( サ ) 


サブ ルー チン …………… 
シー ケン シャ ルフ ァイル 
JIS 配 列 (oe 
ステ ッ プ スカ ルプ チャ ー 方 式 


タッ チキ ー EYEPEYPCYPPPPPCCTTPEPPEYYYPCPPPUPPCCKKYISYYYYI 27 
ダイ レク トモ ー ド ・ 

ディ スク ドラ イブ … 
ディ スプ レイ … 


UL 
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トラ ッ ク ボ ー ル …・ 
ドッ トイ ン パ クト 
ドッ トマ トリ ックス 方 式 … 


2 ORRZR2P SNE KO 34 
1 HSPACCONCICRCO TCR 34 


2 ツ ビ ピー ディ スク = 
フロ ー チ ャ ー ト ・ 


フル スト ロー クキ ー 
ファ イル ネー ム ……… 
ファ ンク ショ ン キ ー・ 


ボ ポイン ティ ング デバ イス 


マル チ ・ ス テー トメ ント 
マル チタ スク ・… 
メモ リ … 
モデ ム ・ 


( ヤ ) 


ユニ テイ リティ ブロ グラ が : 
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この 辞書 の 使い か た 


この 辞書 は 、 上 ・ 下 巻 に 分 か れん て いて 、 9 月 号 は 上 巻 と し て 
ビギナー 向け 、 10 月 号 は 下巻 と し て 音楽 、 グ ラフ ィ ッ クス 、 ニ 
ュー メデ ィ ア 関係 まで 、 編集 部 が ピッ クア ッ プ し た 用 語 の 解説 
を し て いま す 。 た だ し 、 用 語 と いっ て も 、 こ の 辞書 を 棒読み し 
た の で は 、 す ぐ 忘 れ て し まい 、 な ん の 役 に も 立ち ませ ん 。 
皆さん が 、M マ が 、 あ る い は ほか の 雑誌 を 読ん で 、 前 後 の 娘 章 
を 理解 し て この 辞典 を 利用 する の が ベス ト だ と 思い ます 。 そ し 
て 、 何 度 で も 使っ て みる の が 覚 を る コツ だ と いえ ます 。 そ れこ 
そ 、「 習 う よ り 慣 れろ 」 と いう わけ で すね 。 


MSX 豆 辞典 (上 ) 
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